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 皆さん、今日の福音の中で、イエス様はこう言われます。 

「皇帝のものは皇帝に、神のものは神に返しなさい。」 

 私たちは普通この言葉を、「社会に対する責任も、神に対する責任も果たしなさい」という教えとし

て理解しています。しかし、今日はもう少し深く考えてみたいと思います。 

 神のものとは、いったい何でしょうか。私たちは神に何をお返しすればよいのでしょうか。 

 

 今日の福音では、ファリサイ派の人々がイエス様を罠にかけようと企み、自分たちの弟子たちをヘロ

デ派の人々と一緒にイエス様のところに遣わして、こう尋ねさせます。 

「皇帝に税金を納めるのは、律法に適っているでしょうか、適っていないでしょうか。」 

 当時、ユダヤ人はローマ帝国の支配下にありました。もしイエス様が「税金を納めるべきだ」と答えれ

ば、ローマ帝国の味方をしていると非難されるかもしれません。反対に、「納めるべきではない」と答え

れば、ローマ帝国に逆らうよう人々に呼びかけているとして、訴えられる可能性がありました。 

 しかし、イエス様は彼らの悪意に気づいておられました。イエス様は、税金を納めるための銀貨を見

せるように言い、こう尋ねられます。 

「これは、だれの肖像と銘か。」 

 彼らが「皇帝のものです」と答えると、イエス様は言われます。 

「では、皇帝のものは皇帝に、神のものは神に返しなさい。」 

 ここで大切なのは、銀貨に刻まれた肖像です。銀貨には誰の肖像、つまり誰の姿が刻まれているので

しょうか。皇帝の姿です。では、私たち人間は誰の似姿として造られたのでしょうか。そうです。神様の

似姿として造られたのです 

 創世記には、神が人間をご自分にかたどり、ご自分に似せて造られたと書かれています。つまり、私

たちは神の似姿として造られているのです。ですから、皇帝の肖像が刻まれた銀貨を皇帝に返すので

あれば、神の似姿として造られた私たちは、自分自身を神にささげるよう招かれているのです。 

 

 私たちが神のものであるのは、何か特別なことをしたからではありません。神が私たちを造り、私た

ちを先に愛してくださったからです。ですから、自分自身を神にささげるのは、神に愛していただくた

めではありません。すでにいただいている神の愛に、感謝をもって応えるためなのです。では、どうす

れば自分自身を神にささげることができるのでしょうか。それは、日々の生活の中で実践できます。 

 難しい状況でも正直に話すとき、私たちは神を敬っています。自分を傷つけた人を赦すとき、神のい

つくしみを表しています。苦しんでいる人を助けるとき、その人の中に神の似姿を認めているのです。 

 

 聖マザー・テレサは、貧しい人や病気の人、見捨てられた人の中にキリストの姿を見いだし、愛をもっ



て仕えました。私たちも、孤独を感じている人の話に耳を傾けるなど、小さな行いを通して神の愛を

示すことができます。しかし、時には私たちの言葉が人を傷つけることもあります。自分のことばかり

考えて、他の人の苦しみに気づかないこともあります。だからこそ、日々の言葉や行いを通して、神様

の愛を表していくことが大切なのです。 

 

 今日の第一朗読では、神はペルシアの王キュロスを選び、イスラエルの民を解放するために用いられ

ました。興味深いことに、キュロスはイスラエルの神を知りませんでした。それにもかかわらず、神は彼

を選び、ご自分の計画のために用いられたのです。そして神は言われます。 

「わたしが主、ほかにはいない。」 

 キュロスもローマ皇帝も、大きな権力を持っていました。しかし、どちらも神ではありません。私たち

が何よりも大切にし、従うべき方は、神おひとりなのです。 

 

 皆さん、私たちはミサのたびに、パンとぶどう酒を神にささげます。同時に、私たちの喜びや苦しみ、

弱さと希望、日々の仕事、そして私たち自身も、イエス・キリストのささげものとともに神にささげるよ

う招かれています。 

 銀貨には皇帝の肖像が刻まれています。しかし、私たちには神様の似姿が刻まれています。私たちの

心も、私たちの人生も、神様のものなのです。神様にお返しするのは、単に私たちの持ち物ではありま

せん。私たちの心、そして私たちの人生そのものなのですそして、その心を通して、神様の愛がこの世

界に広がっていくことなのです。 

 今日、私たちの心をもう一度神様に向け、日々の生活を通して神様の愛を表していくことができま

すように。アーメン。 

 


